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今
年
に
入
り
川
西
警
察
署
管
内

に
お
い
て
、
す
で
に
２
人
の
尊
い

命
が
交
通
事
故
に
よ
り
失
わ
れ
て

い
ま
す
。

１
月
15
日
未
明
に
は
、
川
西
市

内
で
歩
行
者
が
は
ね
ら
れ
死
亡
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
に
お
い
て

も
１
月
24
日
早
朝
、
自
損
事
故
に

よ
り
運
転
者
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
自
身
、
そ
し
て
家
族
の
た

め
に
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
意

識
と
行
動
が
交
通
事
故
を
確
実
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
町
は
、
交
通
安
全
啓
発
活
動

と
し
て
、
街
頭
で
の
立
ち
番
や
幼

児
・
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
交
通

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
種

団
体
で
交
通
指
導
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
生
活
環
境
課
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
よ
い
手
本
に
な
る
た

め
に
も
大
人
が
交
通
安
全
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

気
を
つ
け
て
、
「
交
通
事
故
の
な
い

安
全
で
平
和
な
ま
ち
」
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
し

ま
し
ょ
う
・
助
手
席
・
後
部
座
席

の
人
も
同
様
で
す

▼
平
常
心
を
忘
れ
ず
、
制
限
速
度

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。
速
度
の

出
し
す
ぎ
は
交
通
事
故
を
ひ
き
起

こ
す
も
と
で
す
。

▼
一
旦
停
止
の
あ
る
場
所
で
は
、

確
実
に
停
止
し
て
左
右
の
安
全
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
明
る
い
服

装
で
、
夜
光
反
射
材
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▼
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
車
が
止

ま
る
こ
と
を
期
待
せ
ず
、
安
全
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

▼
車
の
陰
か
ら
渡
る
の
は
、
運
転

者
の
死
角
と
な
り
、
と
て
も
危
険

な
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
な
斜
め
横
断
は
せ
ず
、
遠

回
り
で
も
横
断
歩
道
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼
自
転
車
乗
車
中
、
曲
が
り
角
や

見
通
し
の
悪
い
場
所
で
は
一
旦
停

止
し
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
　
　
◆
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第
４
回
川
西
・
猪
名
川
交
通
安
全

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

▽
と
き

３
月
11
日
（
土
）
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ

文
化
体
育
館

家
族
、
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
３
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
環
境
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
２
）
へ
。

運
転
を
す
る
人
へ

歩
行
者
や

自
転
車
に
乗
る
人
へ

平成1 7年1 0月１日現在で実

施された、国勢調査による人

口および世帯の概要をお知ら

せします（この数値は中間集

計値であり、告示される人口

とは異なる場合があります）。

今回の調査においては、全

国的に人口が減少傾向にある

とされていますが、本町の人

口は3 0 , 02 6人で、平成1 2年に

実施した前回調査に比べ9 3 2

人（3.2％）増加しています。

これは兵庫県下の町におい

て、人口増加数、増加率とも

に第２位となっています。

人口・世帯などに関する国

勢調査の結果は、少子高齢社

会への取り組みや、今後のま

ちづくりの大切なデータとな

ります。

今回は、国勢調査の結果の

一部をお知らせしています

が、国において、数値が確定

した時点で再度お知らせしま

す。

本町が誕生した昭和3 0年以

降の国勢調査の人口の推移は

下表のとおりです。

問い合わせは、企画政策課

（�766－8711）へ。

年次
総人口
（人）

世帯数
（戸） 総人口

（人）
世帯数
（戸）

人口増減率
（％）

対前回増減

昭和30年

昭和35年

昭和40年

昭和45年

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成２年

平成７年

平成12年

平成17年

7,610

7,178

7,038

7,032

7,940

11,526

14,430

21,558

27,130

29,094

30,026

－

－

1,443

1,548

1,860

2,846

3,626

5,823

7,641

8,700

9,417

－

△432

△140

△6

908

3,586

2,904

7,128

5,572

1,964

932

－

－

－

105

312

986

780

2,197

1,818

1,059

717

－

－

－

△0.1

12.9

45.2

25.2

49.4

25.8

7.2

3.2

国勢調査の人口の推移

本
町
は
、
「
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
平
和
な
ま
ち
」
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
平
成
11
年
２
月
に
「
交
通
安
全
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
安
全
意

識
を
さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
事
故
防
止
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

町内の交通事故発生状況

区分 平成16年 平成17年
前年対比

増減 率（％）

人身事故

死 者 数

負傷者数

物件事故

121

2

167

742

157

1

184

802

＋36

－1

＋17

＋60

130

50

110

108

（１月～12月の件数）

▲３歳から５歳児までの幼児交通安全指導

夕暮れどきの早め

のライト点灯を心

掛けましょう！！

【紫合：北ノ町交差点】
右折車輌と直進車輌と
の正面衝突事故

【伏見台：日生ニュータウン
から川西三田線合流付近】
合流車輌と直進車輌のスピ
ードの違いによる追突事故

【パークタウン：とん
がり橋交差点】
右折車輌と直進車輌と
の正面衝突事故

【差組：旧川西篠山線か
らの合流付近】
合流車輌同士のスピード
の違いによる追突事故

【県道川西篠山線全線】
交通量が多く、特に北部
はスピードが出しやすく
超過傾向にある

の概要をお知らせします

～皆さまご協力ありがとうございました～
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発


